
○調査結果 ※過去3か年の推移については、別紙のとおりです。
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○商店街実態調査とは
商店街の基礎的な数値を毎年把握することにより、より効果的な商業振興施策を展開す
るうえでの基礎資料とするため実施するものです。

毎年、3月末日現在の県内商店街の空き店舗数等

の基礎的な数値を調査（基礎調査）します。
3年に１回、上記調査（基礎調査）に加えより詳細

な実態を把握する調査（実態調査）を行います。
（※前回実態調査は平成22年度に実施）

調査対象（この調査の「商店
街」の定義）は、「15店舗以上

で形成される街区」です。
組織の有無は問いません。

調査結果により把握する数値は、次の３つです。
① 空き店舗率 （全店舗に占める空き店舗の割合）
② 新規出店率 （１年間の新規出店数が、調査時点の店舗数に占める割合）
③ 閉店廃業率 （１年間の閉店・廃業数が、調査時点の店舗数に占める割合）

○平成２４年度商店街実態調査（基礎調査）について
◇調査対象商店街数：194商店街
◇回 答 商 店 街 数 ：184商店街（回収率94.8％）
◇調査区分 ：県内商店街を次の７つに区分して集計
① 熊本市熊本地区の認定中心市街地に所在する商店街（40）
② 熊本市植木地区の認定中心市街地に所在する商店街(1)
③ 八代市の認定中心市街地に所在する商店街（5）
④ 山鹿市の認定中心市街地に所在する商店街（7）
※認定中心市街地…改正後の中心市街地活性化法に
基づく活性化計画の認定を受けた地域。

⑤ その他の中心市街地に所在する商店街（53）

※その他の中心市街地…改正前の中心市街地活性化法に基づく活性化計画の中心市街地で、

改正後の中心市街地活性化法に基づく活性化計画の認定を受けていない地域。

⑥ 熊本市の中心市街地外に所在する商店街（48）
⑦ 上記以外の商店街（40）

八代市（旧鏡町） 人吉市 水俣市
玉名市 山鹿市（旧鹿本町） 菊池市
宇土市 宇城市（旧松橋町） 阿蘇市
（旧一の宮町） 天草市（旧本渡市・旧
五和町） 城南町 南関町 小国町
高森町 山都町（旧矢部町） 氷川町
（旧宮原町） 多良木町 湯前町 あさ
ぎり町（旧免田町）

◇空き店舗率

１１．１ ％
（対前年度比＋0.9ﾎﾟｲﾝﾄ）

◇新規出店率

３．２ ％
（対前年度比＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ）

◇閉店廃業率

3．4 ％
（対前年度比増減なし）

・ 空き店舗率は昨年に続き上昇し、平成21年度以来11％台に達した。
・ 新規出店率より閉店廃業率が高いのは例年とおりだが、その差は小さくなっている。
・ 区分別では、対前年比で熊本市認定中心市街地の空き店舗率の上昇（熊本地区7.3%→
9.2%、植木地区12.2%→17.6%）、八代市中心市街地で空き店舗率が5.0ポイント低下（21.0%
→16.0%）するとともに、新規出店率は4.0ポイント上昇（3.9%→7.9%）したのが目立つ。


